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「お互いの良さを認め合い 

尊重し合う豊かな心の育成」 

☆成果指標 

  学校生活が楽しい…80％以上 

 

①特別支援教育の理念を基盤にした 

生徒理解 

②生徒のよさを認め、励まし、自己肯

定感を育む積極的な生徒指導の推進 

③困難な生徒に対して個に応じたきめ

細かな対応ができるシステムの構築 

④生徒一人一人が存在感をもち、共感

的な人間関係のある学級・学年づく

り 

「学びの楽しさや 

喜びを実感できる授業」 
☆成果指標 

授業がわかる…80％以上 

 

①基礎基本の定着と活用、言語活動

の充実 

②生徒が「熱中して取り組む授業」

の展開 

③問題解決的な学習や体験的な学

習、生徒が主体的に取り組む授 

業の推進 

④グループ学習や小集団学習など、

指導方法の工夫改善 

学校重点目標 

『かかわり合い、学び合う』 

学校教育目標 

『目標をもって自己の能力を伸ばす生徒の育成』  

焼津市教育委員会方針

「豊かな心をもち、自ら

生き生きと活動する子ど

もの育成」 

 

地域・保護者の要望 

・学力の向上 

・希望進路の達成 

・情報提供への要求 

・部活動成果への期待 

 

「自主的・自立的な力を 

身につけた個性の育成」 
☆成果指標  

部活動、生徒会活動に進んで参加し 

ている…80％以上 

①具体的で確かな目標、積極的・継続

的に取り組ませる場の設定 

②生徒自らの発想や活動を大事にした

生徒会活動の充実 

③ボランティア活動の奨励と地域への

積極的なかかわり 

④基本的な生活習慣の確立と規範意識

の醸成 

⑤仲間の存在や努力することの価値を

実感できる部活動 

学校経営目標 

『同僚性を発揮した組織力の向上』 

 

「信頼される学校の創造」 

☆成果指標 何でも相談できる先生がいる…75％以上 

①教職員の同僚性を発揮した組織力の向上 

②情報の共有化と意識化 

③情報発信による地域に開かれた学校づくりの推進 

④三つの小学校との具体的な連携 

⑤家庭や地域社会、関係諸機関との実効ある連携･ 協力 

⑥3 ゼロ＋2 を中心とした危機管理の徹底 

教師としての在り方 

・自己変革を自らに課し、

常に生き方を問う教師  

・生徒一人一人の教育的な

ニーズに応えようとす

る教師 

・教育活動の喜びや苦しみ

を共有する同僚として

の教師 

・子どもや保護者、地域か

ら学ぼうとする教師 

＜教育計画＞ 

第１ステージ（4･5月） 

「出会いのステージ」 

第２ステージ(6～8月)) 

「実践のステージ」 

第３ステージ(9･10月) 

「かかわり合うステージ」 

第４ステージ(11･12月) 

「学習のステージ」 

第５ステージ(1～3月) 

「感謝・旅立ちのステージ」 

生徒と共に成長する学校づくり 

・温かい中にも厳しい指導

（共通理解･共通実践） 

・学校経営への職員の参画 

（教職員評価） 

・小中連携教育（9 ヶ年の一

貫した教育計画のの作成） 

願う生徒像 

＜自立した生徒＞ 

・自分で考え行動し、結果

について責任を持つ 

＜貢献する生徒＞ 

・社会の一員として役立つ 

・部活動成果への期待 

 

校 訓 

自主 創造 友愛 


